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P.6 ● 地域づくりのいろは [第5回]
情報共有のための地域の会議体
東京都立大学人文社会学部　准教授　室田 信一 氏

● 社協活動最前線
雲南市社会福祉協議会（島根県）
市内のすべての社会福祉法人と連携・協働し
地域生活課題解決に取り組む「雲南市社会福祉法人連絡会」

● ジモトでつながる災害ボラセン [第5回]
平時のつながりから生まれた震災直後のさまざまな支援（茨木市社会福祉協議会）

● ともに歩もう！ 社会福祉法人 [第5回]
社会福祉法人山路福祉会業務執行理事　特別養護老人ホーム山路園施設長　
澤村 安由里 氏
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昨
年
度
決
定
さ
れ
た
事
業
の
多
く
は
、
今

年
度
内
に
計
画
通
り
の
実
施
が
難
し
い
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
事
業
・
活
動
を
安
全
か
つ
効
果
的
に

実
施
す
る
た
め
、
事
業
内
容
お
よ
び
方
法
等

に
つ
い
て
柔
軟
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

　

中
央
共
同
募
金
会
は
、「
令
和
2
年
度
共

同
募
金
運
動
推
進
に
あ
た
っ
て
の
主
な
論
点

と
取
組
事
項
（
第
1
次
）」（
令
和
2
年
6
月

15
日
）
に
お
い
て
、
令
和
元
年
度
助
成
決
定

事
業
に
関
し
て
は
、「
事
業
内
容
変
更
、
コ
ロ

ナ
状
況
に
対
応
し
た
事
業
の
形
態
変
更
、
実

施
期
間
の
年
度
内
延
長
に
対
し
て
は
で
き
る

だ
け
柔
軟
に
対
応
す
る
」
と
し
て
い
る
の
で
、

　

共
同
募
金
運
動
は
、
住
民
相
互
の
た
す
け

あ
い
を
基
調
と
し
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
目

的
と
し
て
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
自
ら

地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
住
民
の
多
様
な
活
動

を
財
源
面
か
ら
支
援
す
る
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

　

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
、
対
面
で
の
接
触
の
機
会
を
減
ら

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
地
域
福
祉
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
制
限
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
共
同
募
金
運
動
も
大
き
な
影
響
を
受
け

て
い
る
。
し
か
し
、
地
域
福
祉
活
動
の
た
め

の
重
要
な
民
間
資
金
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
顕
在
化
し
た
新
た
な
地
域

生
活
課
題
へ
の
対
応
の
た
め
に
も
、
感
染
拡

大
に
配
慮
し
つ
つ
、
可
能
な
限
り
従
来
同
様

の
募
金
額
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
高

齢
者
や
障
害
者
、
子
ど
も
、
生
活
困
窮
者
等

へ
の
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て
社
会
的
な
関

心
も
高
ま
っ
て
お
り
、
今
こ
の
時
期
だ
か
ら

こ
そ
、
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
の
重
要
性

を
広
く
住
民
に
訴
え
、
共
感
を
得
ら
れ
る
よ

う
な
共
同
募
金
運
動
を
展
開
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

そ
こ
で
本
特
集
で
は
、
本
会
が
都
道
府

県
・
指
定
都
市
社
会
福
祉
協
議
会
宛
に
発
出

し
た
「
令
和
2
年
度
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運

動
の
実
施
に
つ
い
て
～
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

共
同
募
金
の
役
割
発
揮
に
向
け
て
～
」（
令
和

2
年
9
月
3
日
付
全
社
地
発
第
1
8
8
号
）

に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、

青
森
県
共
同
募
金
会
と
下
関
市
共
同
募
金
委

員
会
の
二
つ
の
実
践
事
例
も
あ
わ
せ
て
紹
介

す
る
。

寄
付
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

特 集

　本年度も 10月 1日から共同募金運動が開始される。新型コロナウイルス感染症により、対面での接触の
機会を減らすことが求められるなか、共同募金運動も従来通りの展開は難しく、大きな影響を受けている。
　一方で、コロナ禍の今だからこそ、地域生活課題に応え、共同募金として役割を発揮することが求めら
れる。
　本特集では、事例も踏まえながら令和 2年度の共同募金運動の取り組みについて考える。

令和 2 年度 
赤い羽根共同募金運動の 

実施について
～コロナ禍における共同募金の役割発揮に向けて～

1

コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
今
年
度
助
成
事
業
・

活
動
の
組
み
換
え

　
令
和
元
年
度
に
決
定
し
、
今
年
度
実
施
す
る
事
業
・
活
動
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
踏
ま
え
、
柔
軟
に
組
み
換
え
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
非
接
触
型
の
活

動
に
お
け
る
工
夫
等
の
情
報
発
信
を
助
成
先
団
体
に
丁
寧
に
行
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
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令和 2 年度赤い羽根共同募金運動の実施について
～コロナ禍における共同募金の役割発揮に向けて～

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
社
会
の
な
か
で
も

と
り
わ
け
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
る
高
齢

者
や
障
害
者
、
子
ど
も
、
生
活
困
窮
者
等
へ

の
支
援
の
必
要
性
や
支
え
合
い
・
つ
な
が
り

の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
新
た
に
顕
在
化
し
た
地
域
生
活

課
題
へ
の
支
援
活
動
を
財
源
面
で
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
、
従
来
同
様
の
募
金
額
を
確
保
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
す
で
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
も

つ
な
が
り
を
絶
や
さ
な
い
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
生
活

困
窮
者
へ
の
新
た
な
支
援
の
取
り
組
み
等
が

各
地
で
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
業
・

活
動
の
状
況
を
地
域
住
民
に
積
極
的
に
周
知

し
、
10
月
か
ら
の
共
同
募
金
運
動
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

募
金
に
当
た
っ
て
は
、
中
央
共
同
募
金
会

が
策
定
し
た
「
募
金
活
動
実
施
に
あ
た
っ
て

の
衛
生
配
慮
に
か
か
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

し
た
が
い
、
募
金
活
動
に
関
わ
る
募
金
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
職
員
等
の
感
染
防
止
に
努
め
る
。

　

あ
わ
せ
て
、「w

ith　

コ
ロ
ナ
状
況
下
の
募

金
活
動
に
関
す
る
ヒ
ン
ト
集
」
も
活
用
し
、

従
来
の
募
金
手
法
と
と
も
に
新
た
な
手
法
の

導
入
や
こ
れ
ま
で
の
寄
付
者
に
加
え
新
た
な

助
成
先
団
体
に
対
し
て
も
そ
の
旨
を
丁
寧
に

周
知
し
、
実
施
内
容
・
方
法
等
の
見
直
し
を

働
き
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

そ
の
際
に
は
、
で
き
る
だ
け
接
触
を
避
け

て
実
施
で
き
る
活
動
の
工
夫
や
感
染
防
止
策

等
に
つ
い
て
情
報
提
供
す
る
こ
と
も
有
効
で

あ
る
。
本
会
で
は
本
年
5
月
か
ら
「
未
来
の

豊
か
な
“
つ
な
が
り
”
の
た
め
の
全
国
ア
ク

シ
ョ
ン
」
を
展
開
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
地
域
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
事
例
を
収
集
し
専
用
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
年
7

月
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
に
配
慮
し
た
地
域
住
民
等
に
よ
る
福
祉
活

動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
進
め
方
」
を
と

り
ま
と
め
た
の
で
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

寄
付
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

【ヒント集抜粋】
withコロナ時代の視点
―こんな時代だからこそ伝えよう―
アプローチ例

働きかけ先 内　容 場　面
地元商店街
事業所　等

日頃からつきあいのある企
業にコロナ状況下の福祉活
動支援の重要性を訴える。
「地域を元気にしたい」とい
う思いは、地元の企業や商
店街も同じと考えられるの
で、例年とは違う形でも応
援いただける方法がないか
一緒に考えてみる。

法人募金や職員募
金が難しくても寄
付付き商品を実施
することはできな
いか相談してみ 
る。事務所やお店
にポスターを貼っ
ていただくだけで
も運動参加の一つ
となる。

助成先の活動団体 共同募金の助成の良さや、
いま必要な活動（ニーズ）
について聞いてみる。
また、団体の HPや SNSで
共同募金の PRをしてもら
う。赤い羽根の良さを知っ
ている身近な理解者は、助
成先の団体。

募金チラシや広報
紙において、コロ
ナ状況下で必要な
活動 (＝共同募金
の必要性 )を伝え
る。

商工会議所
青年会議所　等

全国キャンペーンへの協力
の御礼とともに、10月 1日
からの依頼をする。

御礼とともに、共
同募金への協力

運営委員
理事・評議員　等

現職先団体 (商工会議所等 )
への協力依頼、相談。 コロ
ナ状況下でも、好況な企業
があるかもしれない。

新たな寄付依頼先
がないか相談して
みる。

個人寄付者 過去寄付をしてくださった
方へ呼びかける。寄付者名
簿の整理をする。
コロナ状況下において「何
かをしたい」と考えている
人は意外と多い。

DMの送付やメー
リングリストで寄
付の呼びかけをす
る。

1 

1. with コロナ時代の視点－こんな時だからこそ伝えよう―     ・・・P2 

(1)今年度運動の強みとなる取り組み事項 

(2)アプローチ例  

2. 活用が期待できる募金手法                     ・・・P4 

(1)中央共同募金会の運営等によるシステム 

(2)各都道府県・市区町村により企画されるもの 

3. 広報について                              ・・・P6 

4. 参考資料一覧                                       ・・・P7 

with コロナ状況下の募金活動に関するヒント集 

 

令和 2 年 8 月 13 日 
中央共同募金会 

●新型コロナ感染症の影響により、人と人とのつながりを大切にした地域福祉活動のし

づらさに、多くの地域で戸惑い悩まれていることと思います。共同募金運動において

も、「こんな時に募金活動なんて…」という不安やご心配の声があるのは確かです。 

●しかしながら、「こんな時だからこそ、さまざまな場面でつながり続けること」が必要であ

り、このような活動を応援する助成を通じ、共同募金の重要性を関係者一同で発信し

ていくことが何よりも大切です。 

●新型コロナ感染症の影響が懸念され始めた当初から、中央共同募金会および都道

府県共同募金会では「赤い羽根 子どもと家族の緊急支援 全国キャンペーン」に取

り組み、つながりつづけるための支援をいち早く行ってきました。 

●また、令和２年度は全国共通助成テーマ「つながりをたやさない社会づくり～あなたは

一人じゃない～」を設定し、より多くの人々の共感を得ながら、あらゆる機会で運動参

加の場や機会を広げることに努めたいと考えています。 

●本紙は令和 2 年度の共同募金運動を積極的に進めていくための強みを示ししたうえ

で、活用が期待できる募金手法や広報ツールに関する情報を改めて整理したもので

す。 

●このヒント集を通じ、各地で試行的な実践が取り組まれ、前向きな運動が展開される

ことを期待します。新たなアイデアについては、今後も募集していくこととしています。 

           
 

● も く じ ●

特 集

2

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
共
同
募
金
の
対
応
と

そ
の
た
め
の
寄
付
の
重
要
性
の
発
信

　
中
央
共
同
募
金
会
と
都
道
府
県
共
同
募
金
会
で
は
、
人
と
の
つ
な
が
り
や
支
援
を
切
ら
さ
な

い
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
赤
い
羽
根
　
子
ど
も
と
家
族
の
緊
急
支
援
　
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

（
以
下
、
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
を
行
う
な
ど
、
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
生
活
課
題
が
発
生
し
て
い
る
な
か
、
地
域
で
の
支
え
合
い
の
輪
を

広
げ
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、
地
域
福
祉
財
源
と
し
て
の
共
同
募
金
の
さ
ら
な
る

運
動
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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本
年
度
は
、
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
つ

い
て
も
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
を
前
面
に
打
ち

出
し
、
減
収
や
失
業
等
に
よ
る
生
活
困
窮
者

や
社
会
的
孤
立
の
課
題
へ
の
取
り
組
み
を
重

点
と
し
て
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
有
効
と

考
え
ら
れ
る
（
今
年
度
の
「
地
域
歳
末
た
す

け
あ
い
運
動
実
施
要
項
」
は
10
月
中
旬
を
目

途
に
都
道
府
県
・
指
定
都
市
社
協
宛
に
発
出

予
定
）。

　

さ
ら
に
、
1
～
3
月
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
テ
ー
マ
型
募
金
運
動
に
つ
い
て
も
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
地
域
の
課
題
の
解
決
を
テ
ー
マ

に
掲
げ
、
今
だ
か
ら
こ
そ
必
要
と
さ
れ
る
事

業
・
活
動
に
助
成
す
る
こ
と
で
共
感
を
広
げ
、

共
同
募
金
運
動
全
体
の
活
性
化
の
契
機
と
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

3

コ
ロ
ナ
対
応
を
前
面
に
打
ち
出
し
た

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
展
開
お
よ
び

テ
ー
マ
型
募
金
運
動
の
実
施

　
社
会
的
孤
立
や
経
済
的
困
窮
等
の
今
日
的
な
課
題
を
抱
え
る
人
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
や
、
特
定
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
寄
付
を
募
り
課
題
解
決
を

図
っ
て
い
く
テ
ー
マ
型
募
金
に
つ
い
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応
を
念
頭
に
置
い
て
活
動
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

年
度
の
共
同
募
金
助
成
事
業
実
施
に
関
す
る

不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

「
コ
ロ
ナ
禍
で
必
要
と
さ
れ
る
支
援
活
動
は

何
か
」「
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
で
き
る
か
」
を

と
も
に
考
え
た
。
緊
急
性
が
あ
る
も
の
に
関

し
て
は
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
助
成
金
の
活
用

を
勧
め
た
。

　

例
え
ば
、
六
戸
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
以

下
、
町
社
協
）
で
は
、
町
内
の
母
子
寡
婦
福

祉
会
が
数
年
前
に
解
散
し
て
い
た
こ
と
に
よ

り
、
ひ
と
り
親
家
庭
を
把
握
す
る
仕
組
み
が

な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
全

国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
助
成
金
を
活
用
し
、
食
材

給
付
事
業
の
実
施
を
通
じ
て
ニ
ー
ズ
の
把
握

を
試
み
る
こ
と
に
し
た
。
町
社
協
担
当
者
は
、

町
内
の
学
校
・
保
育
園
に
対
象
者
数
を
聞
い

た
う
え
で
、
チ
ラ
シ
に
よ
る
周
知
を
行
っ
た
。

当
初
は
15
世
帯
程
度
と
予
想
し
て
い
た
が
、

実
際
に
は
24
世
帯
の
申
請
が
あ
っ
た
。
想
定

を
上
回
っ
た
数
で
あ
っ
た
が
、
地
元
ス
ー

パ
ー
の
協
力
も
あ
り
希
望
者
全
世
帯
へ
食
材

を
配
布
す
る
と
と
も
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

も
行
っ
た
。
町
社
協
で
は
、
事
業
の
成
果
と

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
本
事

業
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
こ
と
か
ら
、
9

月
中
旬
に
2
回
目
の
事
業
を
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。

　

全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
助
成
は
、
通

常
の
共
同
募
金
助
成
と
性
質
が
異
な
り
、
都

道
府
県
共
募
が
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
実

施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
青
森
県
共
募
に

よ
る
こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
今
年
の
共
同

募
金
運
動
に
対
し
以
下
の
3
点
の
相
乗
効
果

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

①�

事
業
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
識
向

上
…
…
コ
ロ
ナ
禍
で
の
小
地
域
活
動
や
そ

の
必
要
性
に
よ
り
、
事
業
団
体
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
意
識
向
上
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
小
地
域
活
動
を
応
援
す
る
10
月

か
ら
の
募
金
運
動
へ
の
理
解
も
進
み
、
さ

ら
な
る
戸
別
募
金
の
確
保
が
期
待
さ
れ
る
。

②�

新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
…
…
臨
時

休
校
措
置
に
よ

り
、
子
ど
も
食

堂
や
学
習
支
援

系
の
活
動
を
す

る
約
15
団
体
と

連
携
す
る
機
会

に
な
っ
た
。

③�

コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
柔
軟
な
対

応
と
周
知
…
…

今
年
度
実
施
事

業
の
組
み
換
え

や
次
年
度
以
降

のw
ith　

コ
ロ

ナ
に
お
け
る
活

動
を
検
討
す
る

契
機
に
な
る
。

ま
た
、
令
和
2

年
度
に
お
け
る

コ
ロ
ナ
禍
で
の

共
同
募
金
の
助

成
状
況
を
広
報

す
る
こ
と
に
よ

り
、
募
金
運
動

の
周
知
に
つ
な

が
る
。

事例①

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
緊
急
助
成
実
施
と

共
同
募
金
運
動
へ
の
相
乗
効
果

 

（
青
森
県
共
同
募
金
会
）

　

青
森
県
共
同
募
金
会
（
以
下
、
青
森
県
共

募
）
で
は
、
4
月
10
日
よ
り
緊
急
配
分
金
事

業
と
し
て
「
地
域
で
支
え
よ
う
～
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
緊
急
支
援
活
動
助

成
事
業
」
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
れ
は
、
5
月

8
日
よ
り
全
国
の
都
道
府
県
共
同
募
金
会
で

開
始
し
た
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
先
立
っ
た

も
の
で
あ
る
。
助
成
公
募
開
始
と
あ
わ
せ
て
、

地
元
の
企
業
・
団
体
等
か
ら
の
寄
付
金
受
付

を
始
め
、
5
月
以
降
は
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
し
て
、
中
央
共
同
募
金
会
受
付
分
の
寄
付

が
全
国
の
都
道
府
県
共
募
に
助
成
原
資
と
し

て
送
金
さ
れ
る
仕
組
み
が
整
い
、
現
在
も
公

募
助
成
を
継
続
し
て
い
る
（
表
）。

　

緊
急
事
態
宣
言
下
で
は
、
地
域
福
祉
活
動

が
し
づ
ら
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
青
森
県
共

募
で
は
、
6
月
上
旬
よ
り
市
町
村
共
同
募
金

委
員
会
（
社
協
）
へ
の
訪
問
を
始
め
た
。
今

表　青森県共同募金会の助成実施状況（8月決定分まで）
区分 ※第 1回 ※第 2回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 計

応募開始 4月 13日 4月 25日 5月 22日 6月 5日 6月 19日 7月 1日
助成決定 4月 28日 5月 12日 5月 28日 6月 11日 6月 25日 8月 7日
決定件数 5件 5件 4件 2件 2件 12件 30件
決定額 630,000円 470,000円 380,000円 400,000円 150,000円 2,610,000円 4,640,000円
※青森県共募の緊急配分金事業として開始。�



5    2020  NORMA  SEPTEMBER  No.340

令和 2 年度赤い羽根共同募金運動の実施について
～コロナ禍における共同募金の役割発揮に向けて～
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事例②

共
同
募
金
運
動
と
地
域
づ
く
り
の
展
開
を

見
す
え
た
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
活
用

 

（
下
関
市
共
同
募
金
委
員
会
）

　

市
社
協
が
事
務
局
を
担
う
下
関
市
共
同
募

金
委
員
会
で
は
、
中
央
共
同
募
金
会
と
山
口

県
共
同
募
金
会
が
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
協

働
で
実
施
す
る
こ
と
を
受
け
、
下
関
市
内
に

も
助
成
の
テ
ー
マ
に
合
致
す
る
ニ
ー
ズ
が
地

域
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
こ

で
、
下
関
市
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、
市
社

協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
市
民
向
け
に

配
信
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
福
祉
情
報

メ
ー
ル「
ボ
ラ
メ
ル
」を
活
用
し
、
全
国
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
助
成
情
報
を
す
ぐ
に
周
知
す
る

こ
と
に
し
た
。

　

ボ
ラ
メ
ル
を
見
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
下
関

市
立
大
学
（
以
下
、
市
立
大
学
）
の
学
生
に

全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
情
報
を
提
供
し
た
と

こ
ろ
、
学
生
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
ア
ル
バ
イ
ト

が
な
く
な
り
生
活
に
困
っ
て
い
る
学
生
の
た

め
に
、
助
成
金
を
活
用
し
た
支
援
活
動
が
で

き
な
い
か
と
い
う
相
談
が
入
っ
た
。
相
談
を

受
け
た
共
同
募
金
委
員
会
担
当
の
谷
村
鴻
文

さ
ん
と
、
圏
域
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
、
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
た
だ
利
用

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
生
と
地
域
と
の

そ
の
後
の
つ
な
が
り
や
、
今
後
の
地
域
づ
く

り
や
地
域
福
祉
財
源
と
し
て
の
共
同
募
金
運

動
の
周
知
と
い
っ
た
点
も
見
す
え
て
活
用
す

る
こ
と
を
考
え
、
学
生
の
相
談
の
解
決
に
向

け
て
地
域
の
関
係
者
も
巻
き
込
む
こ
と
に
し

た
。

　

ま
ず
、
市
立
大
学
の
O
B
が
会
長
を
務
め

る
山
の
田
地
区
の
地
区
社
協
に
相
談
す
る
こ

と
に
し
た
。
山
の
田
地
区
社
協
と
し
て
は
、

同
じ
地
域
に
暮
ら
す
住
民
と
し
て
助
け
た
い

と
は
思
う
が
、
協
力
す
る
た
め
に
は
、
ど
れ

く
ら
い
の
学
生
が
ど
の
よ
う
な
点
で
困
っ
て

い
る
の
か
が
具
体
的
な
形
で
見
え
な
い
と
動

き
づ
ら
い
状
況
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
市
立

大
学
の
学
生
を
対
象
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
生
活
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
た
。
短
期
間
で
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
・
集
計
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
た

め
、
学
生
か
ら
の
提
案
も
あ
り
、
調
査
に
は

Google

フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
た
。
2
1
0
名

の
大
学
生
か
ら
回
答
が
あ
り
、「
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
（CO

V
ID
‒19

）
の
影
響
で
困
っ
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」
と
の
問
い
に
対

し
て
「
あ
る
」
と
回
答
し
た
学
生
は
1
6
7

名
、
ま
た
、「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受

け
る
以
前
と
比
べ
て
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
、
仕

送
り
は
変
わ
り
ま
し
た
か
」
と
の
問
い
に

「
減
っ
た
」と
回
答
し
た
学
生
は
1
4
3
名
に

も
上
り
、
大
学
生
の
厳
し
い
生
活
実
態
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。

　

こ
の
結
果
を
も
と
に
、
最
初
に
相
談
に
来

た
学
生
や
谷
村
さ
ん
、
圏
域
の
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
再
度
山
の
田
地
区
社

協
を
訪
問
し
、
学
生
自
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
を
報
告
し
た
。
報
告
を
受
け
、
山
の
田
地

区
社
協
は
、
近
隣
の
地
区
社
協
も
巻
き
込
む

形
で
「
困
っ
て
い
る
市
大
生
を
助
け
た
い　

地
域
住
民
有
志
の
会
」（
以
下
、
有
志
の
会
）

を
発
足
さ
せ
た
。
こ
の
有
志
の
会
が
全
国

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
助
成
申
請
団
体
と
し
て
、

学
生
に
支
援
物
資
を
届
け
る
と
い
う
内
容
で

応
募
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
支
援
物
資
の
中

身
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
決

定
す
る
な
ど
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
も
の

に
す
る
と
と
も
に
、
有
志
の
会
の
働
き
か
け

も
あ
り
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
地

域
資
源
も
巻
き
込
ん

だ
形
で
の
支
援
が
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

6
月
5
日
に
山
口

県
共
同
募
金
会
が
助

成
先
を
決
定
し
、
有

志
の
会
も
助
成
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
全
国
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
活
用
し

た
支
援
が
展
開
さ
れ

た
が
、
谷
村
さ
ん
は
、

「
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
活
用
し
つ
つ
も
、

そ
こ
に
地
域
の
関
係

者
を
い
か
に
巻
き
込

み
、
そ
の
先
に
あ
る

地
域
づ
く
り
や
地
域

福
祉
財
源
と
し
て
の

共
同
募
金
運
動
の
理

解
・
普
及
を
見
す
え

て
い
く
こ
と
が
重
要

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」
と
語
る
。
さ

ら
に
、
そ
の
後
、
有
志
の
会
で
は
、
引
き
続

き
生
活
に
困
っ
た
学
生
を
支
援
し
よ
う
と
い

う
機
運
が
高
ま
り
、
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

は
別
に
各
自
治
会
に
働
き
か
け
、
地
域
住
民

か
ら
寄
付
を
募
る
活
動
を
展
開
し
、

1
0
0
万
円
を
超
え
る
寄
付
を
集
め
て
市
立

大
学
に
寄
付
す
る
な
ど
、
そ
の
後
の
地
域
の

支
え
合
い
の
輪
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
と

い
う
。

学生に支援物資を手渡す様子
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情
報
化
社
会
と
共
有
さ
れ
に
く
い
情
報

　

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
介
し
て
容
易
に
手
に
入
る
今
日
、
そ
の

一
方
で
同
じ
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
る
隣
の

人
の
顔
と
名
前
も
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
情
報
化
社
会
は
、
ア

ク
セ
ス
可
能
な
情
報
が
そ
の
人
の
生
活
を
規

定
す
る
と
い
う
側
面
を
も
っ
て
い
ま
す
。
上

記
の
例
で
い
え
ば
、
生
活
に
困
っ
た
時
に
、

近
隣
の
人
に
相
談
す
る
よ
り
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
介
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
を

得
た
り
、
相
談
窓
口
を
調
べ
た
り
す
る
方
が

よ
り
「
身
近
」
な
方
法
と
し
て
選
択
さ
れ
ま

す
。
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
る
と

い
う
観
点
か
ら
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

匿
名
化
さ
れ
た
や
り
と
り
の
方
が
好
ま
れ
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
到
底
得

る
こ
と
が
で
き
な
い
情
報
や
、
行
政
で
は
把

握
で
き
な
い
情
報
が
地
域
に
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、「
○
丁
目
の
山
田
さ
ん
が

ぎ
っ
く
り
腰
で
動
け
な
く
な
っ
て
い
る
」
と

い
う
情
報
や
、「
△
丁
目
の
佐
藤
さ
ん
は
、
住

民
票
で
は
親
子
で
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
実
際
に
は
高
齢
の
父

親
が
一
人
で
暮
ら
し
て
い
る
」
と
い
う
よ
う

な
情
報
で
す
。
こ
う
し
た
情
報
は
、
個
人
情

報
に
あ
た
り
、
通
常
で
あ
れ
ば
本
人
た
ち
以

外
は
知
り
得
な
い
情
報
で
す
が
、
そ
の
よ
う

な
情
報
が
共
有
さ
れ
る
仕
組
み
が
あ
る
地
域

は
、
そ
の
本
人
に
何
か
あ
っ
た
時
す
ぐ
に
支

援
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

個
人
情
報
が
扱
わ
れ
る
た
め
、
前
提
と
し

て
、
守
秘
義
務
が
守
ら
れ
る
こ
と
や
、
個
人

の
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
る

こ
と
が
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
う
え
で
、
地
域
の
関
係
者
が
情

報
を
共
有
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
は
、

個
人
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
す
る
現
代
社
会

に
お
い
て
大
き
な
意
味
を
も
ち
ま
す
。

包
括
的
支
援
体
制
と
地
域
の
会
議
体

　

令
和
元
年
度
に
開
催
さ
れ
た
厚
生
労
働
省

の
地
域
共
生
社
会
推
進
検
討
会
で
は
、
包
括

的
支
援
体
制
を
議
論
す
る
過
程
で
「
断
ら
な

い
相
談
支
援
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
相
談
支
援
は
、
第
一
に
、

タ
テ
割
り
の
制
度
の
壁
を
超
え
て
、
属
性
や

世
代
を
問
わ
な
い
、
制
度
の
狭
間
に
も
対
応

す
る
相
談
を
受
け
止
め
る
こ
と
と
、
第
二
に
、

受
け
止
め
た
相
談
を
専
門
的
な
対
応
に
つ
な

げ
る
た
め
の
多
機
関
に
よ
る
協
働
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
第

三
に
、
伴
走
支
援
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
達

成
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

包
括
的
支
援
体
制
の
設
計
は
自
治
体
ご
と

に
異
な
り
ま
す
。
そ
の
自
治
体
の
規
模
や
、

相
談
窓
口
の
設
置
状
況
、
行
政
内
部
の
組
織

構
造
な
ど
の
条
件
に
よ
っ
て
各
自
治
体
に

あ
っ
た
体
制
が
築
か
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ら
に

加
え
て
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
条
件
と
し

て
、
地
域
に
お
け
る
相
談
体
制
の
整
備
状
況

が
あ
り
ま
す
。
冒
頭
で
書
い
た
よ
う
な
個
人

の
生
活
に
関
わ
る
情
報
を
、
地
域
の
関
係
者

や
専
門
機
関
が
把
握
で
き
る
よ
う
な
会
議
が

開
か
れ
て
い
る
こ
と
は
包
括
的
支
援
体
制
の

質
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。

　

地
域
の
会
議
体
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
カ
タ
チ

が
あ
り
ま
す
。
今
号
は
、
神
奈
川
県
・
茅
ヶ

崎
市
社
協
に
よ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置

事
業
と
、
東
京
都
・
調
布
市
社
協
に
よ
る
富

士
見
子
ど
も
連
絡
会
の
事
例
を
参
考
に
、
包

括
的
支
援
体
制
に
お
け
る
地
域
の
会
議
体
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
事
業

︵
茅
ヶ
崎
市
社
協
︶

　

人
口
約
24
万
人
の
茅
ヶ
崎
市
で
は
、
市
内

を
13
の
地
区
に
分
け
て
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
地
区
社

協
な
ど
が
そ
の
地
区
を
単
位
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
そ
の
地
区
社
協
の
活
動
と
し
て
平
成

15
年
以
降
、
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
地
区
ボ
ラ
セ
ン
）の
設
置
が
推
進
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
茅
ヶ
崎
市
の
地
区
ボ
ラ
セ
ン
は
地

区
の
住
民
同
士
の
助
け
合
い
が
主
な
活
動
で
、

30
分
あ
た
り
2
0
0
円
程
度
で
ゴ
ミ
出
し
や

草
取
り
な
ど
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
事
業
と
は
、
平

成
23
年
以
降
、
新
た
に
開
始
さ
れ
た
事
業
で

す
。
地
域
住
民
が
、
地
区
ボ
ラ
セ
ン
の
活
動

な
ど
を
通
し
て
、
生
活
上
の
困
難
を
抱
え
て

い
る
人
に
出
会
っ
た
り
、
そ
う
し
た
情
報
を

耳
に
し
た
り
し
た
時
に
、
ま
た
、
専
門
家
が

地
域
の
人
の
協
力
を
得
た
い
支
援
を
抱
え
て

い
る
時
な
ど
に
、
そ
の
情
報
を
お
互
い
に
共

有
し
、
対
応
方
法
を
一
緒
に
考
え
ら
れ
る
よ

う
な
チ
ー
ム
を
地
区
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
チ
ー
ム
は
「
地
区
支
援
チ
ー
ム
」
と
呼

ば
れ
、
3
種
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
構

成
さ
れ
ま
す
。
第
1
に
茅
ヶ
崎
市
社
協
の
地

区
担
当
職
員
で
す
。
第
2
に
地
区
ご
と
に
設

置
さ
れ
た
福
祉
相
談
室
の
福
祉
相
談
支
援
員

で
す
（
茅
ヶ
崎
市
で
は
各
地
区
に
設
置
さ
れ

た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
社
会
福
祉

士
を
追
加
で
配
置
し
て
、
総
合
相
談
を
受
け

付
け
る
窓
口
を
福
祉
相
談
室
と
呼
ん
で
い
ま

す
）。
そ
し
て
第
3
は
地
区
ボ
ラ
セ
ン
の
地

情
報
共
有
の
た
め
の
地
域
の
会
議
体

東
京
都
立
大
学
人
文
社
会
学
部
　
准
教
授

室
田
　
信
一

の
り
く
づ
域
地

は
ろ
い

連載 第 5 回
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区
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
す
（
地
区
ボ

ラ
セ
ン
の
活
動
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
地

域
住
民
で
、
地
区
に
よ
っ
て
2
名
か
ら
14
名

が
担
当
し
て
い
ま
す
）。
地
区
支
援
チ
ー
ム

は
月
に
1
回
会
議
を
開
催
し
て
、
情
報
を
共

有
し
ま
す
。
会
議
に
は
3
種
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
ほ
か
に
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
や
市
の
職
員
、
地
区
社
協
の
会
長
な
ど
が

参
加
し
ま
す
が
、
構
成
員
は
地
区
ご
と
に
異

な
り
ま
す
。
会
議
で
は
情
報
共
有
の
ほ
か
に
、

事
例
検
討
や
新
た
な
取
り
組
み
の
検
討
な
ど

も
行
わ
れ
、
地
域
の
相
談
支
援
体
制
に
お
け

る
地
域
住
民
と
専
門
家
の
協
働
関
係
が
構
築

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
議
体
が
で
き
て
か
ら
、
地
区
活
動

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
地
域
の
気
に
な
る

情
報
を
安
全
に
専
門
家
と
共
有
し
、
検
討
す

る
場
所
が
で
き
て
、
悩
む
こ
と
が
少
な
く

な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
情
報
共
有
す

る
場
所
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
地
域
住
民
の
異
変
な
ど
に
気
づ
き
や

す
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
配
置
事
業
は
現
在
13
地
区
中
6
地

区
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
徐
々
に

活
動
地
区
を
増
や
し
て
い
く
計
画
で
す
が
、

社
協
や
行
政
主
導
で
設
置
す
る
の
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
地
域
住
民
の
主
体
性
を
尊
重
し

な
が
ら
実
施
し
て
い
る
点
が
ポ
イ
ン
ト
と
い

え
ま
す
。

富
士
見
子
ど
も
連
絡
会
︵
調
布
市
社
協
︶

　

富
士
見
子
ど
も
連
絡
会
は
調
布
市
内
の
一

つ
の
小
学
校
区
を
中
心
に
活
動
す
る
子
ど
も

支
援
関
係
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
会
議
体

で
す
。
調
布
市
は
人
口
約
23
万
人
で
、
市
内

を
8
つ
の
圏
域
に
分
割
し
て
、
各
地
域
に
専

従
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

（
調
布
市
社
協
が
受
託
）を
配
置
し
て
い
ま
す
。

富
士
見
子
ど
も
連
絡
会
発
足
の
き
っ
か
け
は
、

一
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
が
地
域
で
活
動
す
る
民
生
委
員
・
児
童

委
員
か
ら
、「
子
ど
も
を
支
援
す
る
機
関
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、

横
の
つ
な
が
り
が
薄
く
、
子
ど
も
た
ち
の
こ

と
や
地
域
の
課
題
な
ど
の
話
を
各
機
関
が
集

ま
っ
て
話
を
す
る
場
が
な
い
。
各
機
関
・
団

体
同
士
が
横
の
つ
な
が
り
を
も
て
る
よ
う
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
た
い
」
と
い
う
相

談
を
受
け
た
こ
と
で
し
た
。
こ
の
地
域
に
は
、

小
学
校
・
中
学
校
の
ほ
か
に
、
児
童
館
、
児

童
養
護
施
設
、
母
子
生
活
支
援
施
設
、
子
ど

も
食
堂
、
中
高
生
向
け
の
児
童
館
な
ど
子
ど

も
に
関
わ
る
機
関
が
多
く
存
在
し
ま
す
が
、

そ
れ
ら
の
機
関
同
士
が
連
携
し
て
情
報
共
有

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

呼
び
か
け
に
よ
り
関
係
機
関
が
集
ま
り
、
2

か
月
に
1
回
、
定
期
的
に
連
絡
会
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
連
絡
会
の
場
で
は
、

各
機
関
の
取
り
組
み
の
共
有
や
外
部
の
専
門

機
関
を
招
い
た
勉
強
会
な
ど
も
し
ま
す
が
、

お
互
い
が
関
わ
っ
て
い
る
子
ど
も
に
関
し
て
、

他
機
関
と
の
連
携
が
必
要
な
事
例
に
つ
い
て

情
報
共
有
が
毎
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
学
校

だ
か
ら
知
り
得
る
情
報
や
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
だ
か
ら
知
り
得
る
情
報
、
子
ど
も
食

堂
だ
か
ら
知
り
得
る
情
報
な
ど
、
お
互
い
の

情
報
を
持
ち
寄
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が

直
面
し
て
い
る
課
題
を
包
括
的
に
理
解
で
き

ま
す
し
、
同
時
に
子
ど
も
た
ち
の
強
み
も
見

え
て
き
ま
す
。

　

富
士
見
子
ど
も
連
絡
会
の
発
足
か
ら
2
年

が
経
過
し
た
頃
、
小
学
2
年
生
で
掛
け
算
に

つ
ま
ず
く
と
そ
の
後
の
学
習
に
影
響
が
及
ぶ

と
い
う
話
か
ら
、
連
絡
会
主
催
で
小
学
校
2

年
生
を
対
象
に
掛
け
算
の
暗
算
を
練
習
す
る

「
九
九
ク
リ
ニ
ッ
ク
」の
取
り
組
み
が
始
ま
り
、

そ
の
後
「
A
B
C
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
も
始
ま
り

ま
し
た
。
連
絡
会
の
活
動
範
囲
は
会
議
体
に

と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。

　

調
布
市
で
は
今
の
と
こ
ろ
子
ど
も
連
絡
会

は
富
士
見
地
域
一
か
所
に
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

市
内
全
域
に
同
様
の
会
議
体
を
つ
く
る
の
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
地
域
住
民
や
関
係
機

関
の
発
意
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
る
こ
う
し
た

会
議
体
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
専
門
家
を
通
じ
て
、
包
括

的
支
援
体
制
の
一
端
を
担
っ
て
い
ま
す
。

個
人
の
孤
立
と
情
報
の
共
有

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
情
報
化
社
会
は

個
人
を
膨
大
な
情
報
と
結
び
つ
け
ま
す
が
、

一
方
で
、
個
人
の
生
活
に
関
わ
る
情
報
は
他

者
と
共
有
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
個
人
が
孤

立
し
て
し
ま
う
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
は
別
の
、
地
域
に
お
け

る
情
報
共
有
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
組
ま
れ
な

け
れ
ば
、
包
括
的
支
援
体
制
は
機
能
し
な
い

で
し
ょ
う
。
守
秘
義
務
を
守
り
、
地
域
住
民

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
た
め
の
情
報
共
有

の
場
を
地
域
の
中
に
構
築
す
る
こ
と
は
各
自

治
体
の
喫
緊
の
課
題
と
い
え
ま
す
。

3種のコーディネーターで構成される「地区支援チーム」
（茅ヶ崎市社協）

コロナウイルスの影響から、お寺（子ども食堂の会場）で集まっています
（調布市社協）
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「
雲
南
市
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
」

の
立
ち
上
げ

　

雲
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
市

社
協
）
が
、「
連
携
・
協
働
の
場
」（
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
）
と
な
っ
て
、
市
内
に
あ
る

社
会
福
祉
法
人
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
た
雲
南
市
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
（
以

下
、
連
絡
会
）
を
立
ち
上
げ
た
の
は
平
成

29
年
3
月
の
こ
と
で
あ
る
。
各
社
会
福
祉

法
人
が
地
域
に
対
し
使
命
と
役
割
を
果
た

し
、
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
な
ど

に
取
り
組
み
や
す
く
す
る
こ
と
を
願
っ
て

発
足
さ
れ
た
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
、
市

社
協
の
杉
原
昭
見
事
務
局
長
は
次
の
よ
う

に
語
る
。

　
「
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
平
成
28

年
の
社
会
福
祉
法
の
改
正
で
す
。
社
会
福

祉
法
人
の
『
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取

組
』
へ
の
責
務
規
定
が
創
設
さ
れ
た
わ
け

で
す
が
、
雲
南
市
内
に
あ
る
社
会
福
祉
法

人
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
1
法
人
1
施
設
の

小
規
模
法
人
の
た
め
、
単
独
で
取
り
組
む

に
は
、
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
私
た
ち
市
社
協
が
旗
振
り
役
と
な

り
、
市
内
14
法
人
の
総
意
に
よ
り
地
域
活

動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
み
出
そ
う
と
考
え

た
の
で
す
」

　

連
絡
会
の
立
ち
上
げ
に
あ
た
っ
て
は
、

平
成
27
年
か
ら
各
社
会
福
祉
法
人
を
集
め

た
「
地
域
公
益
活
動
」
意
見
交
換
会
、
雲

南
市
社
会
福
祉
法
人
連
絡
協
議
会
設
立
準

備
会
、
同
設
立
準
備
会
世
話
人
会
等
を
何

度
も
繰
り
返
し
開
催
し
、
1
年
半
の
月
日

を
か
け
て
設
立
総
会
へ
結
び
つ
い
た
。

　
「
連
絡
会
へ
の
参
加
は
あ
く
ま
で
任
意

で
す
が
、
市
内
す
べ
て
の
社
会
福
祉
法
人

が
趣
旨
に
賛
同
し
て
加
入
し
て
く
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
最
初
か
ら

す
べ
て
の
社
会
福
祉
法
人
が
前
向
き
だ
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
制

度
や
組
織
の
壁
を
越
え
て
地
域
住
民
の
役

に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
は
、
ど
の
社
会

福
祉
法
人
も
抱
い
て
い
ま
し
た
。
多
額
の

負
担
を
負
わ
ず
、
参
加
法
人
が
無
理
な
く

参
加
で
き
る
活
動
に
す
る
と
い
う
条
件
で
、

話
は
ま
と
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
す
」
と
、

杉
原
事
務
局
長
。

相
談
窓
口
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築

　

連
絡
会
設
立
後
、
ま
ず
「
く
ら
し
の
安

心
を
支
え
る　

身
近
で
な
ん
で
も
相
談
窓

口
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」（
以
下
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
）
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
。

「
つ
な
が
る
力
で
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
」を
合
い

言
葉
に
、
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
地
域

住
民
に
貢
献
す
る
と
い
う
取
り
組
み
で
あ

る
。
高
齢
、
障
害
、
児
童
と
い
っ
た
専
門

分
野
を
も
つ
各
社
会
福
祉
法
人
が
相
談
窓

口
（
55
か
所
）
と
な
り
、
市
社
協
の
総
合

相
談
窓
口
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
を
め
ざ

す
。
地
域
福
祉
部
生
活
支
援
・
相
談
セ
ン

タ
ー
の
土
屋
博
紀
係
長
は
、
次
の
よ
う
に

語
る
。

　
「
こ
こ
で
想
定
し
て
い
る
機
能
は
、
二

つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
各
社
会
福
祉
法

人
の
利
用
者
や
そ
の
家
族
が
抱
え
て
い
る

『
施
設
で
は
対
処
困
難
な
困
り
ご
と
』を
市

社
協
の
総
合
相
談
窓
口
に
つ
な
ぐ
機
能
、

も
う
一
つ
は
、
地
域
住
民
が
生
活
上
の
困

り
ご
と
を
身
近
な
地
域
に
あ
る
社
会
福
祉

法
人
に
相
談
で
き
る
機
能
で
す
。
各
社
会

福
祉
法
人
が
相
談
窓
口
と
な
る
こ
と
で
、

地
域
住
民
の
方
々
も
気
軽
に
相
談
に
行
く

こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
市
社
協
と
し
て
も

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
機
能
を
強
化
で
き
る
と
考

え
ま
し
た
」

　

も
ち
ろ
ん
市
社
協
で
は
、
こ
れ
ま
で
も

「くらしの安心を支える 身近でなんでも相談窓口ネットワーク事
業」の開始式

社協活動
最前線
雲南市
社会福祉協議会

市内のすべての
社会福祉法人と連携・協働し
地域生活課題解決に取り組む
「雲南市社会福祉法人連絡会」

市の中心を流れる斐伊川は、神話の舞台
として有名で、桜の名所も多い。春には、
毎年各地から多くの観光客が訪れている。

雲南市社協では、市内14の社会福
祉法人と連携・協働して「くらしの
安心を支える　身近でなんでも相談
窓口ネットワーク事業」を令和元年
8月からスタートさせている。ほと
んどが1法人 1施設という小規模
法人のなか、社協が「連携・協働の
場」（プラットフォーム）となり、各
社会福祉法人が協力し合うことで地
域住民の地域生活課題を解決する取
り組みについて取材した。

社協データ
【地域の状況】（令和2年8月現在）
人　　口　　37,308人
世 帯 数　　13,737世帯
高齢化率　　39.07％

【社協の概要】（令和2年8月現在）
理　　事　　  14人
評 議 員　　  25人
監　　事　　    3 人
職 員 数　　420人（正規職員132人、 
嘱託職員64人、パート・登録職員224人）

【主な事業】
⃝生活困窮者自立相談支援事業
⃝生活福祉資金貸付事業
⃝緊急現金貸付事業
⃝若者の就労支援事業
⃝フードドライブ事業
⃝自立生活促進備品バンク事業
⃝日常生活自立支援事業
⃝法人後見事業
⃝ボランティアセンター事業
⃝見守りに資する配食サービス事業
⃝地域子育て支援事業
⃝地域包括支援センター事業
⃝福祉人材育成事業
⃝訪問介護事業（3か所）
⃝通所介護事業（5か所）
⃝居宅介護支援事業（3か所）
⃝介護老人福祉施設事業
⃝保育所運営事業（2か所）
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総
合
相
談
事
業
を
行
う
通
常
業
務
の
な
か

で
専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
を
行
っ
て
き
た
。

こ
れ
に
加
え
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
通

じ
て
よ
り
連
携
・
協
働
の
意
識
を
高
め
、

各
社
会
福
祉
法
人
に
お
い
て
培
っ
て
き
た

ノ
ウ
ハ
ウ
や
資
源
を
生
か
し
、
積
極
的
に

各
社
会
福
祉
法
人
と
の
連
携
・
協
働
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
通
じ
て
、
新
た
に

児
童
福
祉
関
係
者
と
の
つ
な
が
り
が
で
き

た
こ
と
で
、
市
社
協
と
し
て
も
さ
ら
な
る

支
援
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
て

か
ら
の
相
談
実
績
は
、
令
和
元
年
（
8
月

〜
3
月
）
が
32
件
、
令
和
2
年
（
4
月
〜

7
月
）
は
14
件
で
あ
る
。
他
の
社
会
福
祉

法
人
か
ら
市
社
協
へ
の
つ
な
ぎ
は
、
全
体

の
ま
だ
2
割
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し

金
銭
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
親
族
間
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
、「
こ
れ
ま
で
で
あ
れ
ば
制
度

の
枠
に
と
ら
わ
れ
て
、
単
独
で
は
解
決
で

き
な
か
っ
た
悩
み
の
相
談
場
所
が
で
き

た
」
と
好
評
で
あ
る
。
潜
在
化
し
が
ち
な

制
度
の
狭
間
の
ニ
ー
ズ
を
相
談
窓
口
を
通

じ
て
キ
ャ
ッ
チ
し
、
必
要
な
支
援
に
つ
な

ぐ
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
市
社
協
に

寄
せ
ら
れ
る
相
談
件
数
も
増
え
て
き
て
お

り
、
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

地
域
の
防
犯
活
動
に
協
力
す
る

「
う
ん
な
ん
福
祉
・
安
全
サ
ポ
ー

タ
ー
活
動
」

　

次
に
連
絡
会
で
は
、
参
加
法
人
が
地
域

の
防
犯
活
動
に
協
力
す
る
「
う
ん
な
ん
福

祉
・
安
全
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
」
に
も
取
り

組
ん
だ
。
雲
南
警
察
署
と
連
携
し
、「
地
域

の
犯
罪
ゼ
ロ
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
」
を
め
ざ
し

た
活
動
だ
。

　

具
体
的
に
は
、
社
会
福
祉
法
人
が
保
有

す
る
送
迎
用
全
車
両
（
2
5
4
台
）
に
統

一
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
、
送
迎
活
動
を
行

い
な
が
ら
地
域
の
子
ど
も
や
高
齢
者
の
見

守
り
を
実
施
す
る
。
ス
テ
ッ
カ
ー
は
タ
テ

15
㎝
×
ヨ
コ
40
㎝
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
式
で
、

地
元
高
校
美
術
部
の
生
徒
に
依
頼
し
、
こ

こ
数
年
、
営
巣
地
と
し
て
話
題
に
な
っ
て

い
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
デ

ザ
イ
ン
を
作
成
し
て
も
ら
っ
た
。

　

さ
ら
に
も
う
一
つ
、
雲
南
警
察
署
と
は

「
送
迎
用
等
車
両
を
活
用
し
た
防
犯
・
交

通
安
全
に
関
す
る
協
定
」
も
取
り
交
わ
し

た
。
社
会
福
祉
法
人
が
保
有
す
る
1
2
8

台
の
車
両
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
搭

載
し
、「
動
く
防
犯
カ
メ
ラ
」
と
し
て
犯
罪

発
生
時
の
捜
査
協
力
を
行
う
と
い
う
も
の

だ
。
典
型
的
な
中
山
間
地
域
で
あ
る
雲
南

市
内
は
、
残
念
な
が
ら
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
台
数
は
非
常
に
少
な
い
。
し
か
し
こ
の

協
定
に
よ
っ
て
、
都
市
部
に
も
引
け
を
取

ら
な
い
防
犯
効
果
が
生
ま
れ
た
。

　
「
二
つ
の
活
動
に
よ
っ
て
、
法
人
内
で

の
交
通
事
故
が
減
少
す
る
と
と
も
に
法
人

連
絡
会
の
活
動
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
カ
ー
や
防
犯
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た

車
両
を
運
転
す
る
人
た
ち
が
、
安
全
運
転

を
心
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
一
番
大

切
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
防
犯
活
動
に
参
加

し
て
い
る
と
い
う
参
加
意
識
を
、
よ
り
強

く
も
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
、
総

務
部
の
堀
江
智
浩
係
長
。

次
世
代
を
担
う
若
い
職
員
同
士
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
向
け
て

　

連
絡
会
の
立
ち
上
げ
に
よ
り
、「
社
協

は
地
域
福
祉
の
推
進
を
目
的
と
し
た
団
体

で
あ
る
」
と
い
う
意
識
が
職
員
の
間
で
高

ま
っ
た
と
、
杉
原
事
務
局
長
は
そ
の
効
果

を
語
る
。

　
「
市
社
協
で
は
、
平
成
28
年
度
に
中
期

経
営
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
な
か

で
、
社
協
の
経
営
と
は
、『
地
域
社
会
に
貢

献
す
る
た
め
に
、
組
織
を
継
続
し
成
長
さ

せ
て
い
く
』
こ
と
と
し
、
積
極
化
戦
略
の

一
つ
と
し
て
『
地
域
生
活
支
援
の
実
践
に

向
け
た
部
門
間
連
携
の
確
立
』
を
掲
げ
ま

し
た
。
市
社
協
内
の
6
つ
の
部
署
の
壁
を

取
り
払
い
、
総
合
力
を
活
か
し
て
い
こ
う

と
明
記
し
ま
し
た
。
連
絡
会
は
、
こ
の
考

え
方
の
延
長
線
上
に
あ
る
の
で
す
。
地
域

に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
、
地
域
住
民
の
た
め
に
い
っ
そ

う
連
携
・
協
働
を
図
っ
て
い
く
。
連
絡
会

の
結
成
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
そ
ん
な
動

き
が
活
発
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」

　

今
後
の
課
題
は
、
次
世
代
を
担
う
市
内

の
若
い
職
員
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

で
あ
る
。
連
絡
会
に
参
加
す
る
施
設
長
や

管
理
職
の
メ
ン
バ
ー
同
士
の
関
係
は
深
ま

り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
現
場
レ
ベ
ル
の
若

い
職
員
同
士
の
交
流
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い

の
が
現
状
だ
。
今
後
は
交
流
の
機
会
を
よ

り
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
、
連
絡
会
の
発

展
に
は
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
交
流
活
動

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
連
絡
会
が
ウ
ェ
ブ

カ
メ
ラ
な
ど
の
必
要
な
機
器
を
整
備
し
、

参
加
法
人
す
べ
て
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

に
参
加
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
社
会
福
祉
法
人
に
所
属
す
る
次

世
代
を
担
う
若
い
職
員
た
ち
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
気
軽
に
交
流
し
、
お
互
い
に
地
域
社

会
に
貢
献
す
る
意
識
が
高
ま
れ
ば
、
連
絡

会
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
は
さ
ら
に

発
展
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

雲南市（島根県）
平成16年に 6市町村が合併して誕生した市。「出雲国」の南部にあることから、雲南市の名前がつけられている。総
面積の大半が林野で占められる。「地域づくり・生涯学習・地域福祉」を柱とした取り組みを「地域自主組織（住民自
治組織）」が主体的に行い、地域・社協・行政による三位一体の活動を展開している。

地元高校美術部の生徒がデザインしたマグネット式ステッカー
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被
害
の
概
要
と
災
害
V
C
設
置
ま
で

　

平
成
30
年
6
月
18
日
午
前
7
時
58
分
、
大

阪
北
部
を
襲
っ
た
地
震
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

6
・
1
、
最
大
震
度
6
弱
を
観
測
し
た
。
茨

木
市
内
で
は
人
的
被
害
は
少
な
か
っ
た
も
の

の
、
住
宅
約
1
万
3
千
棟
に
被
害
が
出
た
。

　

市
災
害
対
策
本
部
か
ら
の
設
置
要
請
を
受

け
、
発
災
翌
日
の
6
月
19
日
、
茨
木
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
以
下
、
市
社
協
）
の
会
議
室

に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

災
害
V
C
）
を
立
ち
上
げ
た
。

　

過
去
に
実
施
し
た
災
害
V
C
運
営
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
並
行
し
て
行
政
や
地
区
福

祉
委
員
会
、
民
生
委
員
協
議
会
な
ど
の
協
力

を
得
な
が
ら
市
内
の
被
害
状
況
を
把
握
し
、

あ
わ
せ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
の
広
報
を

行
っ
た
。

　

幸
い
公
共
交
通
機
関
へ
の
影
響
は
少
な
く
、

週
末
に
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
所
す
る

こ
と
を
想
定
し
、
市
社
協
が
入
る
建
物
で
あ

る
福
祉
文
化
会
館
1
階
フ
ロ
ア
に
災
害
V
C

を
移
動
し
た
。

発
災
翌
日
に
か
け
つ
け
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
の
手

　

発
災
翌
日
、
市
社
協
か
ら
の
呼
び
か
け
や

マ
ス
コ
ミ
報
道
等
を
見
て
集
ま
っ
た
青
年
会

議
所
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
プ
ロ
ボ

ノ
（
専
門
性
を
活
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

団
体
や
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
約
40
名
が

集
ま
っ
た
。

　

市
内
の
被
害
状
況
か
ら
屋
根
の
損
壊
や
家

具
の
転
倒
な
ど
が
想
定
さ
れ
、
被
災
地
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
の
あ
る
プ
ロ
ボ
ノ
団
体

か
ら
は
、
必
要
な
支
援
物
資
や
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
張
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
さ
ら
に
現
地
調
査
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
約

8
0
0
件
も
の
相
談
に
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
、
災
害
V
C
運
営
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
訓
練
に
参
加
し
た
こ
と
の
あ
る
個
人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
そ
の
運
営
を
お
願
い
し
、

青
年
会
議
所
に
は
、
地
元
住
民
と
の
独
自
の

つ
な
が
り
を
活
か
し
、
土
地
勘
の
な
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
速
や
か
に
現
地
ま
で
誘
導
し
た

り
、
セ
ン
タ
ー
運
営
に
必
要
な
支
援
物
資
等

を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
に
は
、
若
さ
と
機
動
力
を
活
か

し
て
市
内
全
域
に
依
頼
し
た
い
内
容
を
書
き

込
め
る
チ
ラ
シ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、

あ
わ
せ
て
被
災
者
に
直
接
ニ
ー
ズ
を

う
か
が
う
調
査
等
を
お
願
い
し
た
。

　

設
置
2
日
目
以
降
も
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
、
大
阪
府
内
外
の
社
協
職
員
、

日
本
赤
十
字
社
、
災
害
関
係
N
P
O

ス
タ
ッ
フ
な
ど
が
災
害
V
C
の
運
営

支
援
を
行
い
、
ま
た
茨
木
市
内
の
福

祉
施
設
や
諸
団
体
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
現
地
ま
で
送
迎
し
た
り
、
車
椅

子
利
用
者
を
送
迎
で
き
る
車
輌
や
運

転
手
の
提
供
を
受
け
た
。

　

被
災
地
社
協
と
し
て
初
め
て
の
運

営
で
戸
惑
う
こ
と
も
多
か
っ
た
。
ど

う
す
れ
ば
う
ま
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

で
き
る
か
な
ど
、
毎
日
の
活
動
終
了

後
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
検
討
し
て
ア

ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
き
、
部
門
ご
と

の
支
援
方
法
を
改
め
な
が
ら
災
害

V
C
運
営
を
行
い
、
結
果
と
し
て

2
0
0
0
件
以
上
の
ニ
ー
ズ
に
延
べ

6
0
0
0
人
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
う
し
た
支
援
が
実
施
で
き
た
の
は
、
平

時
の
社
協
活
動
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
や
、
プ
ロ
ボ
ノ
団
体
に
関
し
て
は

O
C
N
（
お
お
さ
か
災
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
を
通
じ
て
顔
の
見
え
る
関
係
性
を
持
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
平
時
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
把
握
し
、
い
ざ
と
い

う
時
に
助
け
合
え
る
関
係
性
を
築
い
て
お
く

こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

�

（
次
号
に
続
く
）災害VCの様子

平
時
の
つ
な
が
り
か
ら
生
ま
れ
た
震
災
直
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

茨
木
市
社
会
福
祉
協
議
会

ジ
モ
ト
で
つ
な
が
る

災
害
ボ
ラ
セ
ン

連　載
第❺回
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集

後

記

　9 月まで倍返しでおなじみの日曜
ドラマ「半沢直樹 2」を見ていまし
た。ドラマの舞台は銀行ですが、主
人公（半沢）がさまざまな壁に立ち
向かう姿に刺激を受けました。特に
第 4 話の「客のため、ひいては世の
中のために仕事をする大原則を忘れ
た時、人は自分のために仕事をす

る」「どんな会社にいても、どんな仕
事をしていても、自分の仕事にプラ
イドを持って日々奮闘し、達成感を
得ている人のことを、本当の『勝ち
組』というのじゃないか」という半
沢のセリフが突き刺さりました。果
たして今の自分はどうなのか。問い
続けていくことが大切ですね。（村）

地域福祉推進委員会　災害支援報告

令和 2年 7月豪雨災害被災地社協への支援について

　令和 2 年 7 月豪雨災害では九州地方を中心に全国的な被害が発生し、多くの社協関係者の皆様が被災地支援に携わっ
ています。被災地における 1 日も早い復興を祈念するとともに、この間の被災地社協への支援状況について報告します。

令和 2年 7月豪雨災害における社協職員の応援派遣
　令和 2 年 7 月豪雨災害の被災地では、新型コロナウイルス感染防止対策を講じながら、復旧に向けた活動が続けられ
ています。これまでに 7 県 27 市町村に災害ボランティアセンターが設置され、9 月 15 日までのボランティア数は
41,520 人となっています。
　8 月 4 日、全社協では、令和 2 年 7 月豪雨災害における被災地支援・災害ボランティアセンターの状況と今後の対応
の共有を図るため、「災害対応ブロック幹事県・市社協会議」を開催し、令和 2 年 7 月豪雨災害の支援状況の情報共有
と今後について協議を行いました。
　会議のなかで、九州ブロックの幹事県からの
応援職員派遣の要請を受け、8 月 15 日～31 日
の期間、中国ブロック、四国ブロックから各 2
名ずつ熊本県へ応援職員を派遣しました。

福祉救援活動資金の支給
　地域福祉推進委員会では、令和 2 年 7 月豪雨
災害における福祉救援活動資金として、6 県社
協に総額 340 万円を支給しました。

支給先
（社協）

支給額

山形県   600,000 円
岐阜県   300,000 円
島根県   300,000 円
福岡県   400,000 円
熊本県 1,300,000 円
大分県   500,000 円 災害ボランティアセンターのオリエンテーション
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9月

地域共生社会の実現のために
　制度福祉サービスの提供を
もって福祉を実践していると錯

覚し、地域の福祉課題が目の前にあったのに何も
してこなかった自分を恥ずかしく思います。地域
福祉に対して無知であったとともに、地域に関わ
る前は、地域福祉は社協の担当、施設福祉は社会
福祉法人の担当のようなイメージを漠然ともって
いました。「ほっとかへんネット丹波」での活動を
通して地域を知り、本当の福祉を模索しています。
　県内で「ほっとかへんネット」の設立支援をし
ていると、地域福祉の先輩である社協が会の強い
牽引力をもっている地域とそうでない地域とで、
活動に大きな違いを感じます。災害支援や子ども
の貧困、社会的孤立等々の地域課題に何か役に立
ちたいという福祉マインドはどの社会福祉法人も
皆もっていますが、地域に対する取り組みのノウ

ハウはまだまだ未熟
だと思います。社協
が遠慮なく社会福祉
法人に地域共生社会
の実現のために連
携・協働を求めてく
ださることを切に期
待します。

困っている人を決して見過
ごさないという思いを表現
した「ほっとか騎士（ナイト）」
は兵庫県の形をデザイン化
したロゴマーク

第5回

澤
さわ

村
むら

　安
あ

由
ゆ

里
り

氏　（社会福祉法人山路福祉会業務執行理事／特別養護老人ホーム山路園施設長）

兵庫県社会福祉法人経営者協議会理事、兵庫県老人福祉事業協会理事、丹波市社会福祉法人連絡協議
会会長、兵庫県社会福祉法人連絡協議会代表者連絡会会長

　兵庫県内には、社協を含む社会福祉法人が連携して
地域課題に取り組む「ほっとかへんネット○○（地名）」
（社会福祉法人連絡協議会）があります。現在、県下
49 市区町のうち 33 か所で設立・活動しています。
これは、平成 28 年の社会福祉法の改正にともない責
務化された「地域における公益的な取組」に、複数法
人が連携して取り組む目的で設立されました。
　平成 27 年「ほっとかへんネット丹波」が設立され
ました。設立に際し、行政（丹波市）との情報交換を
重ね、設立後も定期的に、地域課題の共有や要望、実
践可能なことなどの擦り合わせ等をしています。社協
は会の事務局としての役割を担っています。
　丹波市には、人口減少、高齢者のみ世帯の増加、福
祉人材不足等々の地域課題があります。丹波市内には
高校卒業後、進学できる学校は看護学校のみで、それ
以外は、進学のために市を出ていきます。保育や介護
の資格取得に進学しても学校の近隣や実習先の施設に

就職してしまう学生がほとんどでした。福祉人材確保
として「高校生施設見学ツアー」や「就職フェア」を
行っていますが、それだけでなくUターンしてもら
える仕組みが欲しいと、市内の福祉施設に就職した市
民に奨学金の返済を一部補助する「丹波市奨学金返済
支援補助金」を創設してもらいました。その結果、市
内の福祉施設に就職する学生が少しずつ増えています。
「女性有資格者人材バンク」や「福祉人材確保家賃補
助金」等も創設してもらいました。
　これらの施策提言のほかに、施設種別を超えてどん
な相談もお聞きし、連携して対応する相談窓口「よろ
ずおせっかい相談所」も行っています。「福祉避難所」
や「子ども食堂」への取り組みや研修などもしていま
す。地域の福祉ニーズの一部に関わり始めたばかりで
すが、丹波市が「住みたい街・住み続けたい街」にな
るために、法人連携の強みを生かし「ほっとかへん
ネット丹波」で微力ながら支援できれば嬉しく思いま
す。

「ほっとかへんネット丹波」の活動
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